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 福島市では、放射線による健康への影響や不安に対応するため、ホールボディカウンタ

（ＷＢＣ）による内部被ばく検査を行ってまいりました。 

 このたび、今後の事業を行う上でのお考えや要望をお伺いして、内部被ばく検査事業を

検討するため、アンケート調査を実施いたします。大変お手数をおかけしますが、趣旨を

ご理解いただきご協力くださいますようお願い申し上げます。 

 

  令和 ６年１２月 ４日 

 

                        福  島  市 

 

 

※１ 調査結果はお答えいただいた方が特定されることはなくご迷惑をおかけすることは

一切ありません。また、他の目的に用いることもありません。 

なお、ご回答に対する個別のお問合せには対応出来ませんが、集計結果は本市ホー

ムページで公表いたします。 

※２ 今回のアンケート調査対象：福島市立小・中・特別支援の児童・生徒保護者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《お問合せ先》 福島市健康福祉部 保健所 保健総務課 放射線健康管理係 

        電話 ０２４－５２５－７６８１（平日８：３０～１７：１５） 

 

 

 

 

 

【ご回答に当たっての留意事項】 

 

○回答方法：下記ＵＲＬをタップし『福島市オンライン申請』 

によりご回答ください。 

 

 ＵＲＬ：https://logoform.jp/form/PBtX/827139  

 

 

〇回答期限：１２月２０日（金）までにお願いいたします。 

ご回答の前に、次頁以降もご参照ください。 

保護者各位 
内部被ばく検査に関する 

アンケート調査ご協力のお願い 

https://logoform.jp/form/PBtX/827139
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 １ 福島第一原発事故で、福島市に何が起きたのか  

福島県各地の空間線量率の推移（平成２３年３月１１日～４月９日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 
 
 
放射性雲（プルーム）となった放射性物質が風に乗って本市に運ばれ、降雨やみぞれ、

雪により地表に降下しました。３月１５日午後には、県北保健福祉事務所（福島市御山町）

に設置された放射線測定器で最大値２４．２４マイクロシーベルト／時を記録しました。 

なお、放射性物質が飛んできたのは、この１回だったことが分かっています。 
 
 

 ２ 福島市に何が飛んできたのか  

本市に飛んできた放射性物質で、健康や環境への

影響において特に問題となるものは、ヨウ素１３１、

セシウム１３４、セシウム１３７の３種類です。 

放射性物質は放射線を出すと時間とともに安定な

状態となり、放射能（＝放射線を出す能力）が弱ま

ります。放射能が半分になるまでの時間を「半減期」

と言います。 
  
 

 ３ 外部被ばくと内部被ばく（被ばく…放射線を身体に受けること）  

体外から放射線を受けることを「外

部被ばく」と言います。 

放射線は宇宙や地表からも出てお

り、福島第一原発事故以前から受けて

います。 

また、体内に入った放射性物質が出

す放射線を受けることを「内部被ばく」

と言います。放射性物質が体内に入る

原因は、呼吸や食品からの摂取です。 

市場に流通していない食物※の摂

取により、内部被ばくの可能性はあり 

                 ます。 
                        ※自家栽培の作物や野山の山菜・きのこなど 

放射性物質 半減期 
蓄積する 

器官・組織 

ヨウ素 131 ８日 甲状腺 

セシウム 134 2.1年 全身 

セシウム 137 30年 全身 

飯 舘 村 

いわき市平 

南相馬市 

福 島 市 平成２３年３月１５日午後 

最大値２４．２４マイクロシーベルト/時間 
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 ４ 学校巡回検査について  

【実施経過】 

 平成２４・２５年度 全市立小・中学校児童生徒を対象 

 平成２６年度以降 市立小学校２・４・６学年、 

市立中学校２学年の児童生徒を対象 

  ※中学２年生まで、２年に１度検査を実施 

【検査結果】（福島市健康管理検討委員会の見解） 

これまで実施してきた結果、放射性セシウムが検出されたかたについても※預託実効線

量は全員１ミリシーベルト未満であり、福島市健康管理検討委員会では「健康に影響を与

えるような数値ではない」との見解を示しています。 

※預託実効線量とは、成人では５０年間、子どもでは７０歳までに体内から受けると思われる内部 

被ばく線量のことです。  
   

 ５ 内部被ばく検査  

検査を受けた時点で、体の中に取り込まれている放射性物質（放射性セシウム）の量を

測定し、体の内部で受ける放射線の量を計算するもの。下記グラフのとおり、平成２５年

度の受検者は５０，３５０人でしたが、令和５年度は７，１２０人まで減少しています。 

※体内の放射性物質から放出される放射線のうち、物質を透過する力が強いガンマ線を 

測定します。 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 ６ 年度別内部被ばく検査（ＷＢＣ）受検者と検出者の推移  

   

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元 R2 R3 R4 R5

受検者数(人) 5,539 43,369 50,350 20,106 16,450 14,699 11,039 10,516 9,452 6,948 6,134 8,813 7,120

検出者数(人) 278 738 866 181 81 78 41 48 37 23 17 29 27
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鉛と鉄の板で囲み、外から入っ
てくるガンマ線を遮へいする 

放射線を受け止
める検出器。こ
の範囲に入った
ガンマ線を数え
る 

■測定の結果から、呼吸や食べ物を通じて取り込ま

れた検査日時点における体内の放射性物質（放射性

セシウム）の量（単位：ベクレル）がわかります。 

■測定された放射性物質の量を基に、成人では５０

年間、子どもでは７０歳までの間に、測定された放射

性物質から体が受ける放射線量（預託実効線量）を計

算します。 

検査でわかること 

ＷＢＣバス 

検査のイメージ 

平成２９年度以降は、受検者全体の

ほぼ９割が学校巡回で実施したもの

です。 



 

  

 

 

 

 

１ お子さんの学年をお尋ねします。（複数回答可） 

 ①小学 ⅰ１年 ⅱ２年 ⅲ３年 ⅳ４年 ⅴ５年 ⅵ６年 

 ②中学 ⅰ１年 ⅱ２年 ⅲ３年 

 ③支援学校高等部 ⅰ１年 ⅱ２年 ⅲ３年 

 

２ 今後の内部被ばく学校巡回検査の実施についてお尋ねします。 

①今後も学校巡回検査は継続して実施する。（設問３、４をお答えください） 

 ➁学校巡回検査はもう取りやめても良い。（設問５、６をお答えください） 

 

３ ２－①「今後も学校巡回検査は継続して実施する」を選択した理由について

お尋ねします。 

①学校まで検査バスが来るので安心のため受けさせたい。 

②一度の検査では不安があるため、学校に通っている間は受けさせたい。 

③内部被ばくに不安があるので受けさせたい。 

④風評被害払しょくに役立つと思うので検査を受けさせたい。 

⑤その他

（                                                    ) 

 

４ ２－①「今後も学校巡回検査は継続して実施する。」を選択した方にお尋ねし

ます。継続して実施する内容についてお聴かせください。 

 ①現在小学２、４、６年生、中学２年生を実施しているが、今までどおりの対

象者で実施する。 

②児童・生徒の時間の有効利用等も考慮し、対象者を今よりも限定し、規模を

縮小して実施する。 

③毎年実施している検査を各学校２年に一度として実施する。  

④小学生のみを対象に規模を縮小して実施する。         

⑤その他 

（                                ） 

 

５ ２－②「学校巡回検査はもう取りやめても良い。」を選択した理由についてお

尋ねします。 

①震災から 13 年が経過し、もう検査はいらないのではないかと考えるため。 

➁過去に受けた検査結果で十分判断できるため。 

③市の指定する場所で受検させるものとすればよいと考えるため。 

④検査の必要はないと思っているため。 

⑤その他 

（                                ） 

●アンケートの内容です。 

・回答方法：下記ＵＲＬをタップし「福島市オンライン申請」よりご回答ください。 

・ＵＲＬ ： https://logoform.jp/form/PBtX/827139 

・回答期限：１２月２０日（金）までにお願いいたします。 

https://logoform.jp/form/PBtX/827139


６ ２－②「学校巡回検査はもう取りやめても良い。」を選択した方にお尋ねしま

す。取りやめた後の体制についてお聴かせください。 

①検査希望者は、市の委託する検査機関で受検する委託検査と、市検査バスを

利用して検査を行い、市民の検査機会の拡大と検査を受けたい小・中学生が

いつでも受験できる体制をとる直営検査の二本立てとする。 

②市検査バスは、学校巡回から各地区の住民を対象とする地区巡回へと移行し、

地区巡回時以外は、保健福祉センター等に留め置いて検査を行い、市民の検

査機会の拡大と検査を希望する小・中学生がいつでも受検できる体制をとる。 

③市直営での内部被ばく検査は取りやめ、希望者は市の委託している検査機関

で受検する。 

④その他 

（                                ） 

 








